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第 1 章 実施事業の概要 

1.1 事業の目的 
本事業は、地域で地球温暖化防止活動をはじめとした環境活動を行っている NPO 団体・市民団体など

が、事業者・行政などの地域の主体と連携し地域活動支援を行い、県民が「エコドライブの推進」と「環

境に配慮した移動への転換の推進」を通して CO2 削減を図ることを目的とする。 
1.2 事業の概要 
 (1)対象地域 
   明石市地域・加東市地域・播磨町地域・淡路地域 
 (2)実施項目と実施内容 
  1) ひょうごスマートムーブ推進コンソーシアムの総会開催 
   ○構成：NPO 団体、市民団体、事業者団体、行政、関係団体、 

○外部有識者：学識経験者 
   ○幹事団体・事務局：兵庫県地球温暖化防止活動推進センター 
  2)スマートムーブ実践推進による二酸化炭素排出削減事業 
   ①エコドライブ活動参加者説明会の実施 

      エコドライブ活動参加者に対して、本事業の事業目的と事業概要を説明し、エコドライブ技術習得

前の運転による燃費計測を行うための計測器の車載設置・燃費計測記録用紙の配布を行い、エコドラ

イブ技術習得前燃費計測（講習前計測）を開始した。 
②エコドライブ技術習得のための講習会の実施 
  エコドライブ活動参加者に対して、エコドライブ技術の習得を目的とした、エコドライブ実車講習

会を実施し、エコドライブ技術習得後燃費計測（講習後計測）を開始した。 
③ノーマイカー活動の実施 
  各地域の活動団体が中心となってエコムーブ事業の参加者を募集し、参加者の車利用経路と環境に

配慮した移動への転換手段と転換日の記録を行った。 
⑤事業参加者勉強会の実施 

     事業参加者が実践するエコドライブ活動、ノーマイカー活動の情報と意見交換等の交流によりとス

マートムーブをはじめとしたエコライフの知恵を共有し、更に先進的な環境技術の知識を得ることに

より、その導入促進と環境配慮行動促進を図る事を目的に実施した。 

⑥事業参加者の意識調査アンケートの実施 
     エコドライブ活動参加者に対して、エコドライブ講習会から計測終了時まで間に関するエコドライ 

ブの意識調査をアンケートにより行った。 

3)事業効果の評価 
   ① エコドライブ活動による二酸化炭素排出削減効果の測定の実施 

        エコドライブ活動参加者のエコドライブ技術習得前・習得後の走行データの計測・収集し、CO2 排

出削減量を解析・評価した。      
   ② ノーマイカー活動による二酸化炭素排出削減効果の測定の実施 
     ノーマイカー活動参加者の移動に関する転換内容の実施データを収集し CO2 排出削減量を解析・

評価した。あわせてノーマイカー活動による消費エネルギーやエネルギー節約額を評価し副次的効果

についても試算を行った。 
③ 事業参加者の行動変容による二酸化炭素排出削減効果の測定の実施 

     エコドライブ活動参加者の日常生活における地球温暖化の防止につながる省エネ行動や環境配慮

行動に関する行動変容と CO2 排出削減効果を推定し、本事業の波及効果を評価する事を目的として

アンケート調査を行った。 
④事業結果報告書の作成 
  事業の実施結果報告書を作成し、参加者にフィードバックするとともに関係個所に配布した。 
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ひょうごスマートムーブ推進コンソーシアム 
【事業の連携主体】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【実施事業】 
スマートムーブ実践推進による二酸化炭素排出削減事業 

外 部 有 識

者 に よ る

事 業 評 価

の指導 

【事務局】 
兵庫県地球温暖化防止活動推進センター 

【事業実施主体】地域の主体（NPO、市民団体等）

事業者 

行政 関係機関 
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県民（モデル地区） 
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平成26年度地域活動支援・連携促進事業実施スケジュール
事業名：スマートムーブ実践推進による二酸化炭素排出削減事業

コンソーシアム名：ひょうご スマートムーブ推進コンソーシアム

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

講習後実測

各地域イベントでのノーマイカー活動の実施

超小型モビリティーによる走行

データの計測・取得

エコ通勤活動の実施

講習後実測講習前実測

(3)事業フロー 
 
 
         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(4)事業スケジュール 
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第２章 実施報告 

2.1 ひょうごスマートムーブ推進コンソーシアムの総会開催 

(1) ひょうごスマートムーブ推進コンソーシアムの総会開催 
地域で地球温暖化防止活動をはじめとした環境活動を行っている NPO 団体・市民団体などが、事業者・

行政などの地域の主体と連携し地域活動支援を行い、県民が「エコドライブの推進」と「環境に配慮した

移動への転換の推進」を通して CO2 削減を図ることを目的とした、ひょうごスマートムーブ推進コンソ

ーシアムの総会を開催した。 
   本事業の参加者に対し CO2 削減対策の必要性と「エコドライブ活動（環境に配慮する自動車使用）の

推進」と「ノーマイカー活動（環境に配慮した移動への転換）の推進）」がその対策に有効であることを

周知し、活動を促進するための事業内容･方法等について協議を行った。 
   コンソーシアムの構成員は下表に示す通り、本事業に関係する 12 団体により構成し、外部有識者とし

て加藤秀樹氏（公益財団法人 豊田都市交通研究所研究部主席研究員）を招聘し事業計画の立案・効果測

定・解析評価などの指導意見を求めた。 
なお、本コンソーシアムの設立趣旨書、規約は参考資料１～２のとおり。 
ひょうごスマートムーブ推進コンソーシアム構成員 

区分 構成員 備考 
エコウイングあかし 
加東エコ隊 
NPO 法人低炭素未来都市づくりフォーラム 

NPO 
市民団体 

加古郡広域シルバー人材センター播磨支部 
事業者団体 一般社団法人兵庫県トラック協会 

活動実施団体 

明石市環境部地球環境課 
加東市市民安全部生活課 
播磨町危機管理グループ 

事業と活動実施団

体の支援 行政 

兵庫県県土整備部県土企画局交通政策課 
ひょうご環境保全連絡会 

関係団体 
一般社団法人兵庫県指定自動車教習所協会 

事業の支援 

事務局 
財団法人ひょうご環境創造協会 
（兵庫県地球温暖化防止活動推進センター） 

コンソーシアム 
幹事団体 

 
外部有識者 加藤 秀樹 公益財団法人豊田都市交通研究所 研究部 主席研究員 

 
(2) ひょうごスマートムーブ推進コンソーシアムの総会開催状況 

     ひょうごスマートムーブ推進コンソーシアムの総会は以下の通り 3 回実施した。 
    1) ひょうごスマートムーブ推進コンソーシアム第 1 回総会 

日 時 ：平成 26 年 7 月 1 日（火）15 時～17 時 
場 所 ：（公財）ひょうご環境創造協会 会議室 
協議内容 ：(1) ひょうごスマートムーブ推進コンソーシアムの設立について  
 (2) ひょうごスマートムーブ推進コンソーシアム規約の制定について 
 (3) 活動計画について 
 (4) その他 
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参加者の性別 人数 割合 参考：前年度

男性 34 77% 72%

女性 10 23% 28%

計 44 100% 100%

2) ひょうごスマートムーブ推進コンソーシアム第 2 回総会 
日 時 ：平成 27 年 3 月 5 日（木） 15 時～17 時 
場 所 ：（公財）ひょうご環境創造協会 会議室 
協議内容 ：(1) 平成 26 年度活動報告 
 (2) 計測データ解析結果報告 
 (3) 事業報告書（案）について 
 (4) 平成 27 年度地域活動支援・連携促進事業について 
 (5) その他 

    【コンソーシアム総会】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.2 ひょうごスマートムーブ実践推進による二酸化炭素排出削減事業[県民向け事業] 

(1) エコドライブ活動（環境に配慮する自動車使用）の推進 

1) エコドライブ活動参加者の状況 

 a.参加者数 
計画時の参加者数 56 名に対して、確定参加者数は 44 名となった。 
SD カード方式では定員 18 名に対して 22 名の申込があり計画に対して 4 名増であったが、記録用紙

方式では計画に対して 16 名の不足となった。 
       表 地域別エコドライブ活動参加者の状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
b.参加者の性別 

    参加者の性別による割合は、男性 77％ 女性 23%の割合となっている。 
     
 
 
 
 
 

  

方式 加東 淡路 明石 播磨 ①計 ②計画 ①-②

SP方式 9 0 1 0 10 10 0

SDカード方式 5 5 7 5 22 18 4

記録用紙方式 5 1 6 0 12 28 -16

計 19 6 14 5 44 56 -12

 



2-3 
 

参加者の年齢 人数 割合 参考：前年度

10代 2 5% 0%

20代 5 11% 4%

30代 3 7% 15%

40代 7 16% 23%

50代 2 5% 26%

60代 13 30% 17%

70代 11 25% 13%

80代 1 2% 2%

計 44 100% 100%

c.参加者の年代 
参加者の年代割合は 60 代が 30%と最も高く、次いで 70 代が 25%となっている。 
H25 年度に比べ 10 代,20 代の割合が高くなっている。 
参加者の平均年齢は 55.0 歳（平成 25 年度 52.9 歳）であった。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2) 事業参加者説明会の実施 
     事業参加者に対して、本事業の目的と概要を説明し、エコドライブ技術習得前の運転による燃費計測

を行うための計測器の車載設置、或いは走行データの記録用紙を配布し、エコドライブ技術習得前燃費

計測（講習前計測）を開始した。 
なお、事業申込には以下の 3 つのコースを設定した。 

コース① 
SD カード方式燃費計測器コース 
参加者のモニター車両に設置搭載した計測器とコネクタ（OBD－Ⅱ）を利用し、燃

費情報を表示すると同時に SD カードに走行データ記録を行う。 

コース② 

スマートフォン（SP）方式燃費計測器コース（CAR～Wi のみ貸出） 
参加者のモニター車両に設置搭載した計測器とコネクタ（OBD－Ⅱ）を利用し参加

者が所持するスマートフォンにダウンロードした専用アプリにより走行データをサ

ーバーに転送することにより記録を行う。 

コース③ 
記録用紙方式コース 
参加者が走行距離・購入エネルギー量を記録し、記録用紙により報告を行う。 

＊CAR～Wi とは、無線 LAN モジュールを搭載した車両情報取得用小型車載アダプターの事をいう。 

 
 【SD カード方式燃費計測器】 
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通信会社
基地局

車速、燃料消費量、
ブレーキ操作、アク
セル操作、エンジン
回転数・・・

車両
DATA

GPS位置情
報、時刻

位置
情報

GPS衛星
プローブサーバー

DB

エコドライブ診断結
果の確認（ブラウ

ザ）

情報提供

データ送信

・ 事業参加者の車両に取り付けたＳＤカード方式燃費計測器（燃費マネージャー：国立環境研究所加藤

方式カスタマイズ版）は、1秒単位に車速、燃料消費量、ブレーキ操作、アクセル操作などの走行

データを取得し、ＳＤカードに記録される。 

・ エコドライブ講習会受講後には、ＳＤカード方式燃費計測器の画面に逐次走行データを表示し、「CO2

見える化」を行った。 

 

【スマートフォン（SF）方式燃費計測器】 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

・ 事業参加者の車両に取り付けたＣＡＲ―Ｗｉ（無線 LAN モジュールを搭載した車両情報取得用小型車

載アダプター）から、1 秒単位に車速、燃料消費量、ブレーキ操作、アクセル操作などの走行デー

タを取得し、受信端末（スマートフォン）に送信。 

・ 受信端末（スマートフォン）から GPS 位置情報を時刻などの情報とともに車両情報はサーバーに送信

され、解析処理が行われる。 

・ 解析処理されたエコドライブ診断結果は、事業参加者の受信端末（スマートフォン）に送信され、参

加者がその診断結果を確認する事で「CO2 見える化」を行った。 

【スマートフォン（SF）方式システムフロー図】 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スマートフォン CAR-Wi 

ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 
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3

トップ 日別診断 日別履歴 日別トリップ一覧

月別診断 月別履歴 月別トリップ一覧

トリップ詳細

CANプローブアプリ

開催地域 加東市地域 明石市地域 播磨町地域 淡路地域

平成26年9月27日 平成26年9月27日 平成26年9月28日 平成26年9月28日

10:00～12:00 14:00～16:00 10:00～12:00 15:00～17:00

開催会場 加東市社福祉センター 明石クリーンセンター
加古郡広域シルバー人材

センター 播磨支部
兵庫県洲本自動車教習所

担当団体
加東エコ隊

加東市
エコウイングあかし

明石市

加古郡広域シルバー人材
センター 播磨支部

播磨町

ＮＰＯ法人低炭素未来都市
づくりフォーラム

参加者数 １９人 13人 5名 6名

開催日時

 

【スマートフォン（SF）方式アプリ画面遷移：CO2 見える化】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①事業説明会開催日時、開催場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ＊欠席者については個別対応を行った。 

②開催内容 

・ 事業説明…事業実施の背景、事業内容の説明、参加者に取り組んでいただく事の説明 
・ 事業参加前行動変化調査アンケートの実施・回収 
・ SD 方式の使用説明、SP 方式専用アプリのダウンロード  
・ 燃費計測器、ＣＡＲ―Ｗｉ（無線 LAN モジュールを搭載した車両情報取得用小型車載アダプター）の 
設置     

・ 機器設置作業は、学校法人日本工科大学校の講師、学生の支援により行った。 
【事業説明会状況】              
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主な利用方法 件数 割合 参考：前年度

通学通勤 16 27% 32%

買い物 15 25% 29%

習い事 3 5% 3%

送迎 8 13% 5%

レジャー 11 18% 17%

その他 7 12% 14%

計 60 100% 100%

運転頻度 件数 割合 参考：前年度

ほぼ毎日 25 76% 72%

週に2･3日 6 18% 28%

週に１日 1 3% 0%

月に2・3日 1 3% 0%

数か月に数日 0 0% 0%

計 33 100% 100%

取り組み経験 件数 割合 参考：前年度

既にエコドライブを実践している 12 32% 32%

エコドライブ講習会などに参加経験がある 3 8% 16%

エコドライブは知っているが実践はしていない 18 47% 42%

エコドライブが何かを知らない 5 13% 10%

計 38 100% 100%

       【燃費計測器設置状況】 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

[申込時アンケートの状況] 
a.参加者の自動車の主な利用内容について 

     参加者の自動車の主な利用目的は通勤通学が 27%と最も高く、ついで買物が 25％となっておりこ

の 2 項目で約半分の割合を占めている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

b.参加者の運転頻度について 
参加者の運転頻度は 76%がほぼ毎日車を運転しており、週に 2~3 日の運転が 18%で参加者の大半

が日常的に車を運転している。 
 
 
 
 
 
 
 

c.参加者のこれまでのエコドライブの取組について 
     既にエコドライブを実践していると回答したのは 32%であるが、実践していない 47%、エコドラ

イブを何か知らない 13%で参加者の内約 6 割がエコドライブの取組が低いと回答している。 
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期待する事 件数 割合 参考：前年度

ガソリン代節約 27 40% 34%

地球環境への貢献 28 41% 39%

安全運転の向上 13 19% 25%

特に期待する事はない 0 0% 1%

その他 0 0% 1%

計 68 100% 100%

既にエコドライ

ブを実践してい

る, 32%

エコドライブ講

習会などに参

加経験がある, 
8%

エコドライブは

知っているが実

践はしていな

い, 47%

エコドライブが

何かを知らな

い, 13%

ガソリン代節約, 
40%

地球環境への

貢献, 41%

安全運転の向

上, 19%

特に期待する

事はない, 0%
その他, 0%

地域 明石市地域 加東市地域 淡路地域 播磨町地域 

日時 
平成 26 年 10 月 25 日 

9:00～12:00 
平成 26 年 10 月 26 日

9:00～12:00 
平成 26 年 10 月 26 日

9:30～12:30 
平成 26 年 10 月 28 日

14:00～17:00 

会場 
東播自動車教習所 

 
加東市社公民館 

駐車場 
兵庫県洲本自動車教

習所 
東播自動車教習所 

 
講習 
担当 

東播自動車教習所 東播自動車教習所 
兵庫県洲本自動車 

教習所 
東播自動車教習所 

担当 
団体 

エコウイングあかし 
明石市、 

加東エコ隊 
加東市 

NPO 法人低炭素未来

都市づくりフォーラ

ム 

加古郡広域シルバー

人材センター 
播磨町 

参加

者数 
12 名 13 名 6 名 5 名 

 

オリエンテーション   5 分  

通常走行の燃費測定 45 分 通常運転時の燃費消費の確認 

講義 30 分 エコドライブの基本運転操作 

練習走行 15 分 インストラクターによるデモ走行 

エコドライブ操作の実習 

（発進加速操作、アイドリングストップ） 

エコドライブ走行の燃費測定 35 分 エコドライブ運転時の燃料消費測定 

講義Ⅱ 15 分 運転操作以外のエコドライブ 

走行結果レビュー 10 分 走行データ詳細比較（通常走行とエコドライブの違い） 

グループディスカッション 

 

    d.参加者が本事業に期待する事について 
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3) エコドライブ技術習得のための講習会の実施 

エコドライブ活動参加者に対して、エコドライブ技術の習得を目的とした、エコドライブ講習会を

実車講習・座学講習により実施し、エコドライブ技術習得後燃費計測（講習後計測）を開始した。 
    ① 開催日時、開催場所                ＊参加者数には他地域からの参加者を含む。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 講習内容 
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0%未満
0%～10%

未満

10%～

20％未満

20%～

30％未満

30%～

40％未満

40%～

50％未満
50％以上

データ数 3 10 11 5 4 1 2

3

10
11

5
4

1
2

0

2

4

6

8

10

12

改善率の分布

地域 担当教習所
受講前走行燃費

(km/L)
受講後走行燃費

(km/L)
改善率（%) 大値(%) 低値(%)

明石市地域 7.11 9.14 30.5% 66.0% 14.2%

加東市地域 6.65 7.56 14.3% 36.0% 0.1%

淡路地域 兵庫県洲本自動車教習所 9.00 9.24 3.4% 15.7% -4.5%

播磨町地域 東播自動車教習所 7.68 8.80 14.9% 28.4% 2.9%

平均 7.34 8.54 18.0% 66.0% -4.5%

東播自動車教習所

・ エコドライブ講習は社団法人兵庫県指定自動車教習所協会の紹介により、交通エコロジー・モ

ビリティー財団認定のエコ＆セーフティドライブ講習を実施する自動車教習所において行っ

た。 

・ 講習内容は、実施する自動車教習所の用意するカリキュラム（交通エコロジー・モビリティー

財団認定）により行った。 
・ エコドライブ講習受講者には交通エコロジー・モビリティー財団認定のエコドライブ講習診断

書・修了証が交付された。 

・ 東播自動車教習所の講習では、「スマートムーブ活動」が説明された。 
・ 加東市地域では、地元ケーブルテレビの取材があり、講習会の撮影参加者・外部有識者へ 

     のインタビューなどが行われた。 
③ エコドライブ実車講習会の結果 

       

 
 
 
 
 
 
     参加者全体の平均燃費改善率は 18.0％であった。 
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【実車講習会状況】   
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トヨタ車とホンダ車の構造上の違いが良くわかった。
ハイブリット車は構造上通常のガソリン車に比べ100kg重く、高速道路ではモーターを使わずエンジ
ンを使うため思ったほど燃費が伸びない傾向がある。市街地利用に適している。また、うまくモータを
利用する発進方法などハイブリッド車の構造を知る事で もうまく環境性能を利用する事ができる
事を知った。
リチウム電池の火災については、現状のニッケル水素バッテリーでも対策が採られていた。

カットモデルで自走する車両は初めて見ました。見る者の興味を引く効果は抜群

分かりやすい資料と丁寧な講義でハイブリッドとハイブリッド車特有のエコドライブ技術に関して、理解を深
めることができた
この勉強会でハイブリッド車の優秀さを改めて深く認識しました。次にクルマを買い替える機会があれば
CO2削減を目的にハイブリッド車を中心に考えようと思う。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
4) 事業参加者勉強会の実施…ハイブリッド車の環境性能とエコドライブ勉強会 

事業参加者に対して事業取組意欲の向上のため、先進的な環境技術に関する体験的知識付与を行う

事を目的として勉強会を実施した。 

①開催日時、開催場所 
  平成 26 年 10 月 12 日（日）13 時～15 時 
  於：学校法人誠和学院日本工科大学校（姫路市兼田） 
 ②参加者数  7 名  ＊台風 19 号接近による影響のため参加者が定員を下回った。 

③実施内容 
・ ハイブリッドの構造のみを残したスケルトン状態のプリウス（トヨタ）、インサイト（ホンダ）

を使い構造とハイブリッド車の仕組みと環境性能についての説明 

・ スケルトン状態のハイブリッド車の試乗 

・ ハイブリッド車の性能を生かしたエコドライブの技術の解説 

④参加者の感想 
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実施日時 場所 内容

平成26年11月12日（木）18時～19時 明石市会議室 趣旨説明、作成物の検討

平成26年12月19日（木）13時～14時 明石クリーンセンター 作成物の内容検討

平成27年1月8日（木）18時～19時 明石市役所会議室 作成物の 終案検討、確認

【勉強会状況】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        

5)エコドライブの取組意識継続のための環境学習資材の作成 
エコドライブ活動を広く県民に伝える方法について考える事を通じて活動の習熟と活動取組

意識継続の向上を図る事を目的として、環境学習資材（紙芝居）作成のための勉強会を実施し

た。 
 

  
 
 

【勉強会状況】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



2-11 
 

自分はどのようなときに自動車を利用しているか 回答数 割合
通勤・通学 16 17%
買物 28 29%
習い事 4 4%
送迎 14 15%
レジャー 24 25%
その他(ボランティア活動・仕事など） 9 9%
計 95 100%

17% 29% 4% 15% 25% 9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自分はどのようなときに自動車を利用しているか？

通勤・通学 買物 習い事 送迎 レジャー その他(ボランティア活動など）

1（できている）

26%
2

37%
3

21%
4

11%
5（できていない）

5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

講習会を受けた後、エコドライブができているか？

1（できている） 2 3 4 5（できていない）

1（できている）

13%
2

26%
3

37%
4

16%
5（できていない）

8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

燃費の改善を実感できているか？
1（できている） 2 3 4 5（できていない）

6)事業参加者の意識調査アンケートの実施 
    本事業参加者に対して、エコドライブ講習会受講後から事業終了時まで間に関するエコドライブの

意識についてアンケート調査（別添資料）を行った。アンケート回答数は 38 件（参加者数 44 名）

であった。 
なお、アンケート内容は平成 23 年度エコドライブ活動実践推進による二酸化炭素排出事業での参

加者勉強において実施したグループ討議項目を回答設問とした。 
    a.自分はどのようなときに自動車を利用しているか？（複数回答可） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   b.講習会を受けた後、エコドライブができているか？ 
   平均ポイント 2.3 ポイント（前年度 2.0 ポイント） 
    

 
 
 
 
 
 

c.燃費の改善を実感できているか？ 
平均ポイント 2.8 ポイント（前年度 2.2 ポイント） 

 
          
 
 
 
 
 

d.なぜエコドライブを実施するのは難しいのか？（複数回答可） 
「交通状況によってはエコドライブができない」が 49%で最も多く、次いで「急いでいるときは

エコドライブを優先できない」が 38%となっている。 
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40% 37% 11% 11%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どうすれば、エコドライブを継続的に続けることができるか？

車にエコドライブがわかる機能を付ける（燃費計） エコドライブによるガソリン代の節約効果を明確にする
エコドライブ認定制度を定め、優秀者を表彰する その他

25% 11% 8% 25% 21% 10%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

広く、一般にエコドライブを普及させるには、どうしたらよいか？
エコドライブ講習会を実施 エコドライブ教本の配布による啓発
アイドリングストップの交差点を設置 エコドライブは安全運転にもつながる事をPRする
企業間でのエコドライブコンテストの実施 その他

2% 38% 49% 2% 9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

なぜ、エコドライブを実践するのはむずかしいのか？

エコドライブ技術が習得できない 急いでいるときはエコドライブを優先できない

交通状況によってはエコドライブができない エコドライブをすると不便である

その他

エコドライブを広く認識させて、他の車にエコドライブしている事を知らせる。初心者用・高齢者用運転マークの

ような国が認定するマーク。

燃費計を見て坂道を下る時はエンジンブレーキを必ずかけていた。金額が出るよりも燃費計で十分である。

エコドライブ運転者が社会的なステータス（税の優遇・給与など）が得られるようにする。

ハイブリッド車に乗るとエネルギーモニターが常に気になる。

車をエコドライブしかできない設計にする。

エコドライブ実行の際に発生する故障を補償する。

早めのアクセルオフで燃費を稼ぐが、車の流れがあり、後続車がない時とか使用制限があるのが難。

いつも止められる交差点ではアイドリングストップが出来るが、あと何秒止められるかが判らない時はエンジン

をかけっぱなしにする事が多い。

発進時のゆっくりアクセルは後続車に気を使う。

アイドリングストップをすると車のバッテリーが心配。

気持ちや考え方の問題だと思う。

一般に制限速度は守られていない。制限速度で走っていると追越禁止帯でも追越して車が絶えない。

車が故障しやすい。

 
 
 
 
 
        
 

（その他の回答内容） 
     
 
 
 
 
 
 

e.どうしたら、エコドライブを継続的に続けることができるか？（複数回答可） 
    「車にエコドライブがわかる機能を付ける（燃費計）」が最も多く、次いで「エコドライブによる

ガソリン代の節約効果を明確にする」が 37%となっている。 

 
 
 
 
 
 
 

（その他の回答内容） 
 
 
 
 
 
 

 
f.広く一般にエコドライブを普及させるには、どうすればよいか？（複数回答可） 
「エコドライブ講習会を実施」と「エコドライブが安全運転につながる事を PR する」がともに 25%
で、「企業間でのエコドライブコンテストの実施」が 21%となっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 



2-13 
 

イベント開催日 イベント名 参加者数

平成26年10月12日 スケルトン勉強会 4名

平成26年10月19日 明石環境フェアー 26名

平成26年10月25日 実車講習会（明石） 7名

平成26年10月26日 実車講習会（加東） 2名

平成26年10月28日 実車講習会（播磨） 2名

平成26年11月1日 三木金物祭り 26名

計 6カ所 67名

計測器をつけていたので、燃費を見ながら運転し（安全に注意しながら）少しでも燃費を伸ばす様に心掛けた。

私の車は古いので、車には燃費計が無いので安価で取り付けられるものがあれば良い。

小生はたまたま加東エコ隊の所属のためエコドライブ活動に参加しましたが、加東エコ隊はいわばモデルケー

スとして存在したにすぎません。私たちの使命として加東市の多くの方に省エネ・エコドライブを徹底する事を如

何にＰＲし実施していくことが課題であり宿題となりました。

エコドライブを拡げる案をもっと考えてほしい。

なかなかエコドライブ難しいですね。すぐに忘れて運転してしまいます。

ハイブリッド車などエコ車の普及しか方法はない。従来の車ではエコドライブ普及は難しいと思う。

アイドリングストップをするとセルモーターの耐用年数が短くなる。メーカーからアイドリングストップはしない方

が良いと言われた。（車が古い）夏期にアイドリングストップをすると燃料がおちてエンジンがかからない事があ

るとメーカーから聞いた。

何かイベント等で、気軽に体験できる（学べる）きっかけがあればいいのではと思います。

エコドライブを実施しても故障しない車を作る。

繰り返しエコドライブを呼掛ける事をムダだと思われるがそれしか方法はない。

スピードの出ない車を作る。

市・県・国をあげてあらゆる機会に環境・省エネ・エコドライブの大切さをＰＲする事。

エコドライブ講習会を開いても人の集まりが悪い、 近の車は計測器がついているのでいつでもエコドライブが

出来ると考えていて実施できていない人が多い様である。

企業・法人の社有車のエコドライブ推進を徹底する。

アイドリングストップを繰り返しても車（セルモーターやバッテリー）にダメージを与えない事を明確にする。

（その他の回答内容） 
 
 
 
 
 
 
 
 
g.その意見要望 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 (2)ノーマイカー活動（環境に配慮した移動への転換）の推進 

   各実施地域における公共交通機関などの地域特性を考慮し、イベント型活動、エコ通勤型活動、超

小型モビリティ型活動を実施した。 

  1) イベント型活動方式 
   活動団体などが開催する各種イベント来場時に、自宅からイベント会場への移動を車を利用しな

い環境に配慮する移動の推進活動（公共交通機関・自転車・徒歩）を実施し、来場者から車利用ル

ートと車利用をしないルートのデータをアンケート調査により取得し、CO2 削減量を把握し評価す

る。 
  【イベント型活動の状況】 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
2) エコ通勤型活動方式 

     公共交通機関の利用が可能な地域で、以下の通り実施する。 
なお、活動実施期間は募集も併せて 9 月～11 月の 3 か月間の内、任意の 2 か月間に実施する。 

     a 車通勤または日常生活で車を定期的に利用するルート（経路）について事務局に事前登録を行う。 
    b a で登録した経路の車を利用しないルート（手段と経路）について事務局に事前登録を行う。 

     c 参加者は、車を利用しない環境に配慮する移動の推進活動を実施し、専用報告書に記録を行い、

活動期間終了後に事務局に活動記録の報告書を提出する。 
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9月 10月 11月 期間合計

9名 101回 104回 89回 294回

参加者数

活動回数

所属 参加者数

国立大学法人兵庫教育大学 4名

加東エコ隊 6名

加東市 11名

計 21名

日 曜日 イベント 貸出期間 計測期間 COMS１号車 COMS２号車

9月25日 木曜日 COMS引渡しセレモニー（納車）、加東市役所庁舎前

9月25日～10月1日まで市役所ロビーにて展示

10月1日～10月11日まで加東市高齢介護課にて試乗(注意すべき情報の収集）

10月11日 土曜日 説明会（加東エコ隊、加東市職員向け）

10月11日 土曜日 COMS引渡し 10月11日～10月18日 7日間 加東エコ隊 加東市

10月18日 土曜日 COMS引渡し 10月18日～10月25日 7日間 加東エコ隊 加東市

10月25日 土曜日 説明会（兵庫教育大学向け）

10月25日 土曜日 COMS引渡し 10月25日～11月1日 7日間 加東エコ隊 兵庫教育大学

11月1日 土曜日 COMS引渡し 11月1日～11月8日 7日間 加東エコ隊 加東市

11月1日2日 土・日曜日

11月8日 土曜日 COMS引渡し 11月8日～11月15日 7日間 加東エコ隊 兵庫教育大学

11月15日 土曜日 COMS引渡し 11月15日～11月22日 7日間 加東エコ隊 兵庫教育大学

11月22日 土曜日 COMS引渡し 11月22日～11月30日 8日間 加東エコ隊 兵庫教育大学

11月30日 日曜日 COMS引渡し・返車

12月3日 水曜日 COMS返却

12月12日 金曜日

加東市秋祭り加東エコ隊ブースにて展示、活動紹介

超小型モビリティー型ノーマイカー活動意見交換会（加東市社公民館）

     d 活動前の登録項目と転換活動を実施した内容から CO2 削減量を把握し評価する。 
①エコ通勤型ノーマイカー活動の状況 

 
 
 
 

  
3) 超小型モビリティ活動方式（実施地域：加東市地域） 

       公共交通機関の利用が困難な地域において、化石燃料を使わない移動方法として、電気を利用

した超小型モビリティーの約 1 週間程度の貸出利用を行う。超小型モビリティに電気使用量など

のデータ取得のための電力計を設置し、車利用時との解析評価を行い、CO2 削減量を把握し評

価する。 
①超小型モビリティ活動の状況 
 

     
 
 
 
     

②超小型モビリティ使用台数 
2 台  超小型モビリティは公道が走行可能なトヨタ車体製コムスを使用した。 

    ③活動内容 
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     

 参加者に対しては活動内容、車両取扱、安全運行、車両の試乗などの説明会を実施した。 
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【納車】                 【展示】 
       
      
      
 
 
 
 
 
 
 
    【計測器設置：GPS】            【計測器設置：ワットモニター】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【説明会】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   【活動風景】 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     （協力）興和株式会社 
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知っていた 名前だけは知っている 知らない 計

1件 2件 18件 21件

今回の事業より前に、COMS（超
小型電気自動車）とはどのような
ものか知っていましたか？

     ④超小型モビリティー型ノーマイカー活動意見交換会 
   地域の公共交通機関が充分ではない地域において、化石燃料から電気への転換を推進する「超小

型モビリティ型ノーマイカー活動」について、活動の参加者、市民団体、行政などと意見交換を行

う事により情報の共有化を図り、今後のライフスタイルの変革と CO2 削減による低炭素社会実現

に向けた市民活動の契機とする事を目的に実施した。 
・日  時 ：平成 26 年 12 月 12 日（金）17:時 30 分～19 時 30 分 
・場  所 ：加東市社公民館 視聴覚室 
・内  容 ：話題提供  

「中山間地域おける高齢者の移動手段確保」 
樋口 恵一 氏 （公益財団法人豊田都市交通研究所 研究員） 

「超小型モビリティ・コムス試乗の CO2 削減効果について」 
  加藤 秀樹 氏（本事業外部有識者、公益財団法人豊田都市交通研究所 

主席研究員） 
「もし、生活課・高齢介護課の公用車が全てコムスになったら？」 
杉本 亜弥子 氏（加東市市民安全部生活課 副課長） 

活動者意見交換会 参加者意見発言、テーマ別議論 
コーディネーター  加藤 秀樹 氏 

         講評 樋口 恵一 氏 
            西堀 泰英氏（中央復建コンサルタンツ株式会社） 

・参加者数 ：15 名 
  【活動風景】 
   
 
 
 
 
 
 
 

     
          

 
    
   ⑤超小型モビリティ型ノーマイカー活動方式参加者アンケート調査結果 
    a. 調査アンケートの目的 
      超小型モビリティ型ノーマイカー活動の参加者を対象に、試乗した超小型モビリティ「コ

ムス」（トヨタ車体）についての意識調査をアンケート方式で実施した。 
     [調査項目] 
     ・超小型モビリティ「コムス」の認知度 
     ・超小型モビリティ「コムス」を運転した感想 
     ・今後の超小型モビリティ「コムス」の活用方法 
     ・今までの移動方法についての再検討について 
     [アンケート回収枚数] 21 件（参加者数 21 人：加東エコ隊、兵庫教育大学、加東市職員） 
      b. 集計結果 

（設問１）今回の事業より前に、COMS（超小型電気自動車）とはどのようなものか知っていましたか？ 
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乗ったことがある 乗ったことが無い 計

0件 21件 21件

今回の事業より前にCOMS（超小
型電気自動車）に乗ったことがあ
りますか？

簡単 普通 難しい 計

4件 10件 7件 21件
乗り降り

簡単 普通 難しい 計

13件 6件 2件 21件
発進・停車のしやすさ

簡単 普通 難しい 計

14件 5件 2件 21件
運転のしやすさ

全く怖くない 少し怖い とても怖い 計

2件 17件 2件 21件
運転中の怖さ

19% 48% 33%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

簡単 普通 難しい

62% 29% 10%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

簡単 普通 難しい

67% 24% 10%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

簡単 普通 難しい

10% 81% 10%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全く怖くない 少し怖い とても怖い

5% 10% 86%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っていた 名前だけは知っている 知らない

       

       

 

 

 

 

（設問２）今回の事業より前に COMS（超小型電気自動車）に乗ったことがありますか？ 

 

 

 

（設問３－１）運転の容易さ 
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バイト先 近所の友人宅やコンビニなど

ゴルフ場 イベント等の見回り

大学内での移動 お坊さん

楽しい 少しそう思う そうは思わない わからない 計

7件 8件 6件 0件 21件
運転の楽しさ

車より気軽 少しそう思う そうは思わない わからない 計

6件 11件 4件 0件 21件
利用の気軽さ

利用したい 少しそう思う そうは思わない わからない 計

5件 7件 9件 0件 21件
生活での利用

欲しい　買いたい リースで使いたい 必要な時にレンタルしたい 計

3件 4件 11件 18件

COMS（超小型電気自動車）を欲
しい、買いたいと思いましたか？

はい、思った いいえ思わない 計

12件 8件 20件

COMS（超小型電気自動車）に試
乗後、今までの移動方法（車、自
転車、車）について考え直そうと

2
4
4
4
4
4

6
7

9

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

公共交通手段（シェアリング）

一人でドライブ

観光

営業活動

高齢者の移動

行政の業務（福祉・介護）

郵便・宅配・出前サービス

通学・通勤

ショッピング

33% 38% 29%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

楽しい 少しそう思う そうは思わない わからない

29% 52% 19%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

車より気軽 少しそう思う そうは思わない わからない

24% 33% 43%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用したい 少しそう思う そうは思わない わからない

（設問３－２）運転した感想 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（設問４）COMS（超小型電気自動車）を欲しい、買いたいと思いましたか？ 

 

 

（設問５）COMS（超小型電気自動車）が活用できると思う利用シーンは？（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他記載のあった利用シーン 

 

 

 

 

（設問６）COMS（超小型電気自動車）に試乗後、今までの移動方法（車、自転車、車）について考え直

そうと思いましたか？ 
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スピード、加速など自動車と比べて遜色ない。

燃料コストが安い。

駐車スペースが小さくてすむ。

充電もカンタンにできるのでいい。（ガソリン代も高いし）

気軽に乗れ駐車場も気を使わないので。

大きくて不経済な自動車は環境によくないと思った。

コムス発進時は緩やかに発進した方が気持ちよく（怖くなく）運転できると感じたため。

年をとったらコムスに乗ろうと思う。

音が静かで良いなーと思いました。

コムスが小さいから。

実際に試乗してみて感じたことです。速度が出ない事を逆手にとって長い距離の歩行が難しい高齢者や身障者にとっ
て身近な移動手段になると思ったからです。

ガソリン車は４～5人乗りが可能で一人で乗るには余分な思い車体を動かさないといけない。

COMSに乗る事でもっとエコな移動手段を考えないといけないと思ったから。

COMSの燃費がかなり良いので驚いた。エコカーの利用を考えたいと思う。

夏季はエアコンが無かった30年前の自動車で経験していますので窓を開ければいいのですが、特に冬季のフロントガ
ラスの凍結はどうでしょうか？

フロントガラスに熱戦又は溶氷用ドライヤーなどが必要かなと思いました。

個人的にはとても気に入っています。長期の試乗とかいい中古はありませんか？

ふたり乗りがいい。小型なのでムリですか？

二人乗りの電気自動車（小型）が欲しいと思った。

風がふいたら怖いです。

是非マグネシウム2次電池でコムスお願いします。

公用車として入れてほしい。

普段は自動車で移動していますが、一人で移動するには一人乗りで十分だと思いました。

周りで走る自動車よりも小型なので少し怖さも感じました。コムスがさらに普及し、たくさん走る様になれば堂々と利用
できると思いました。そのような日が来ることを楽しみにしています。

体験利用の機会をいただきありがとうございました。

高齢者介護調査の訪問で使う事で、なかなか乗る機会のない市民の方に近くで目にしていただくことができたる、興
味をもっていただく良い機会になったと思う。

余談ですが、今後公用車を買い替える時は是非ナビを検討してください。新規で行く遠方への調査時にナビがあれば
助かるなあ・・・。

電気を使える自動車の発想はとても未来的で実用的です。あと身近に使える環境やコストに近づけてもらえたら実用
的になると思います。今後の活躍を期待しています。

実際に高齢者介護調査に行ったお宅で、ご本人さんがコムスを見て「私も乗りたい」と言われ、娘さんがびっくりしてお
られました。免許証が必要な状況なので、その人は乗ることはできないので、実際は利用できる人は限られるとも思い
ました。「これなら乗れる」と思わせる大きさだったのでしょうか？

電気自動車に乗れる機会はめったにないのでいい経験でした。

1週間とても貴重な体験をさせていただきありがとうございました。

夜走るのは無理でした。

普通の車はいろんな付属品（カーオーディオなど）がついているのでぜいたく品だと思う。

少し買い物や外食をする分には小回りも効いてとても便利だった。

乗っていると周りの目があり、少し恥ずかしかった。

スムーズに発進する。静かなので人の後ろから近づくと気づいてもらえない。

初は少し不安もあったが、乗っている内に楽しくなってきました。

燃料代節約効果、CO2排出削減効果の大きさに驚きました。

CO2排出量の削減やガソリン代の節約になるという事は実感できた。もう少し乗り易くなればいいのだが。

コムスは電気自動車としては未完成。せめて日産リーフレベルの性能、快適さが欲しい。レベルが違い過ぎて乗る気
にならない。

今までの移動方法（車、自転車）についてどのように考え直そうと思いましたか？そう思ったのはなぜですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           その他事業全体の感想・ご意見があればご記入下さい。 
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 ＊超小型モビリティの定義 
     自動車よりコンパクトで小回りが利き、環境性能に優れ、地域の手軽な移動の足となる 1 人 

～2 人乗りの程度の車両 
      「超小型モビリティ導入に向けたガイドライン」平成 24 年国土交通省都市局・自動車局より引用 

    ＊コムス（COMS）  
     トヨタ車体株式会社が製造販売する、一人乗りの電気自動車。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

トヨタ車体ホームページより引用 
道路運送車両法上 原動機付自転車（4 輪） 
道路交通法上 普通自動車 
必要免許 普通自動車免許（AT 限定可） 
走行区分 一般公道のみ（自動車専用道、高速道路などは走れません） 
積載重量 30kg 
法定速度 60ｋm/h（但し走行時は道路に定められている法定速度を順守）

充電 家庭用電源 AC100V 標準充電時間 6 時間程度（気温 20 度時）

１充電走行距離 50km 程度（JC08 類似モード走行による） 
その他 車検・車庫証明、重量税・取得税が不要 

     

  (3) その他の活動 
   1)事業参加者の情報共有化と事業広報活動 

  事業参加者のコミュニケーションの推進としてフェイスブックを活用し、また情報の発信と共有を

図るため公益財団法人ひょうご環境創造協会（コンソーシアム事務局の母体団体）のホームページに

事業活動を掲載する事により広く広報活動を行った。 
2)第 9 回日本モビリティマネジメント会議での活動発表 

   一般社団法人 日本モビリティ・マネジメント会議主催の第 9 回日本モビリティ・マネジメント会

議（平成 26 年 7 月 25 日､26 日）に参加し、ひょうごスマートムーブ推進コンソーシアムでの活動

事例発表を行った。 
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   3)平成 26 年度コンソーシアム事業テーマ別コンソーシアム連絡会議での事例報告 
     一般社団法人地球温暖化防止ネット（全国地球温暖化防止活動推進センター）主催の平成 26 年度

地域活動支援・連携促進事業全国会議ワークショップ（平成 27 年 2 月 14 日）に参加し、ひょうご

スマートムーブ推進コンソーシアムでの活動事例報告を行った。 
   4)事業参加者への記念品配布 
     事業参加者への記念品として、ひょうごスマートムーブ推進コンソーシアムオリジナルの「風呂敷」

と「液晶画面クリーナー」など（ひょうご環境保全連絡会より寄贈）を配布した。 
        【風呂敷】             【液晶画面クリーナー】     【エコバッグ、リーフレットなど】 

 
 
 
 
 
 
 

5)加東エコ隊による環境フォーラムの開催（加東市地域） 

    ひょうごスマートムーブ推進コンソーシアム構成団体の加東エコ隊が中心となり、地域の様々な主

体が協働連携し、市民を対象にライフスタイルの変革と低炭素社会の実現をめざした環境フォーラム

を独自に実施した。    
①フォーラム名 ：みんなで築こうエコ社会～CO2 削減への取組 in 加東 
②日  時 ：平成 27 年 2 月 8 日（日）13：30～16：30 
③場  所 ：やしろ国際学習塾 LOC ホール 
④主催 
⑤後援 

：加東エコ隊、加東市花と緑の協会、加東市観光協会、加東市商工会  
：加東市、加東市教育委員会、ひょうごスマートムーブ推進コンソーシアム（兵

庫県地球温暖化防止活動推進センター） 
④参加者数 ：500 名 
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6)エコウイングあかしによる環境イベントの開催 
    ひょうごスマートムーブ推進コンソーシアム構成団体のエコウイングあかしが中心となり、イオン

明石ショッピングセンターと連携し、市民を対象にエコドライブシュミレーターを使った運転診断な

どの普及啓発イベントを実施した。 
①イベント名 ：環境フェアー2014 秋 in イオン明石「あなたも始めよう！新しいエコライフ」

②日  時 ：平成 26 年 10 月 18 日、19 日 
③場  所 ：イオン明石ショッピングセンター 

    
 
 
 
 
 
 
 
 

    
7)牧の台小学校区コミュニティ推進協議会（川西市）でのエコ通勤型ノーマイカー活動支援活動 

     牧の台小学校区コミュニティ推進協議会（第 9 回日本モビリティマネジメント会議にて交流）はモ

ビリティ・マネジメントによる公共交通利用促進活動の一環としてエコ通勤型ノーマイカー活動に参

加した。活動のコミュニティ・ツールとして、バス利用情報（ルート、時刻）と地域の生活情報や環

境情報を落とし込んだ「交通エコマップ」の作成に関する相談・支援活動を行った。 
     【交通エコマップ】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

◎モビリティ・マネジメントとは 

モビリティ・マネジメント(Mobility Management, 略称 MM)とは、渋滞や環境、あるいは個人の

健康等の問題に配慮して、過度に自動車に頼る状態から公共交通や自転車などを『かしこく』使う方

向へと自発的に転換することを促す、一般の人々や様々な組織・地域を対象としたコミュニケーショ

ンを中心とした持続的な一連の取り組みのことを意味します。具体的には、コミュニケーション施策

を中心として、様々な運用施策、システムの導入や改善、それらの実施主体の組織の改変や新たな組

織の創出などを実施しつつ、持続的に展開していく一連の取り組みを意味します。 
※ なお、土木学会の手引き書では、MM は、 「ひとり一人のモビリティ（移動）が、社会的にも個人的にも望ましい方

向に自発的に変化することを促す、コミュニケーションを中心とした交通政策 」とより厳密に定義されています。 

        一般社団法人日本モビリティ・マネジメント会議ホームページより引用 
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【座学】
エコドライブ走行

　環境に優しい運転は運行三費（燃料費･タイヤ費･整備費）などの経費削減にもつな
がり、急発進、急加速を避けた等速運転が安全運転につながる。
ディーゼル車の特性を知り、燃費の向上とエコドライブテクニックを研修するとともに、
実際の走行データをもとに環境・経済効果を検証。

【実技１】
通常運転での走行

⇔
エコドライブでの走行

設定されたコースを、C C 単位まで測定できる燃料流量計を装着した車両を使って、
通常運転で走行した場合とインストラクターの指示にしたがってエコドライブ走行した
場合の燃料消費量の違いを検討しながら研修。

【実技２】
 省燃費につながる

日常点検
省燃費につながる保守点検箇所のポイント、日常点検箇所を研修。

普通 9名
大型 9名
普通 9名
大型 9名
普通 9名
大型 9名
普通 9名
大型 9名

計 72名（普通36名、大型36名）

エコドライブ1日研修

平成26年7月26日（土）

平成26年8月30日（土）

平成26年9月20日（土）

平成26年10月18日（土）

18名

18名

18名

18名

放送内容 番組名 放送日
エコドライブモニター募集について かとう情報BOX 平成26年9月14日
超小型モビリティ　コムス KCVワイドニュース 平成26年10月16日
エコドライブ講習 KCVワイドニュース 平成26年11月20日

8)加東市ケーブルテレビによる広報支援活動 
    加東市地域において、加東ケーブルビジョン（KCV）による本事業活動の放送による広報支援活動が

行われた。 
    [放送内容] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.3 スマートムーブ実践推進による二酸化炭素排出削減事業[事業者向け事業] 

 一般社団法人兵庫県トラック協会主催により、トラック協会会員事業所を対象としたエコドライブ技術の

習得を目的としたエコドライブ講習会を実施し、交通エコロジー・モビリティー財団（グリーン経営認証機

関）の認定受講修了証を発行した。 

(1) エコドライブ活動（環境に配慮する自動車使用）の推進 
①エコドライブ講習会開催状況 

 開催会場：株式会社クレフィール湖東 交通安全研修所（滋賀県東近江市） 

 

 

 

 

 

 

 

    ②講習内容 

     

 

 

 

 

 

 

 

③燃費記録用紙の回収状況 

      燃費記録用紙提出者数 17 名 
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注：  ・１台は講習会前の記録がないため、 

  ・３台は全期間にわたって記録不備のため、 

  解析対象から除外した（計４台）。 

SP 方式コース参加者のうち、 

  ・１台は測定機器不適合により SD カード方式コースに変更した。 

走行距離 給油量 燃費

(km) (L) (km/L)

SP 最大値 13,512 881 20.7

方式コース 最小値 711 56 9.4
合計値 27,024 1,762 14.0

平均値 3,003 196 15.8

SDカード 最大値 4,205 268 25.0

方式コース 最小値 232 23 8.2

合計値 39,366 2,892 13.6

平均値 1,875 138 13.7
全体 最大値 13,512 881 25.0

最小値 232 23 8.2

合計値 66,390 4,653 14.0

平均値 1,475 103 14.3

　　　　　　　　　コース
参加地域

SP
方式コース

SD
方式コース

総計

明石市 1 5 6
加東市 7 6 13
淡路 0 5 5
播磨町 0 5 5
総計 8 21 29

（単位：台数）

第 3 章 事業効果の評価 

3.1 スマートムーブ実践推進による二酸化炭素排出削減効果の測定の実施 

(1) エコドライブ活動（環境に配慮する自動車使用）の推進 
      事業参加者のエコドライブ技術習得前・習得後の燃費データの計測を収集し、CO2 排出削減量を解析・

評価した。 
1) 走行データの回収状況と概要 

・参加があった 32 台のうち、エコドライブ講習会（以下、講習会）前後の記録があったモニタは、スマ

ートフォン方式 SP 方式コースで 8 台、ＳＤカード方式コースでは 21 台で、全体で 29 台であった。 
・以降では、この 29 台のデータについて分析等を進めていく。 

表 講習会前後の記録があった参加者数 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
2) 事業により取得したデータの概要 

①燃費計測器コース（スマートフォン方式・SD カード方式）の参加車両より取得したデータの概要 

・燃費計測器では、走行中の１秒毎に、主に次の情報を取得することができる。 
a.走行距離、b.走行速度、c.消費燃料 等 

・これらのデータを分析することで、走行距離別、走行速度別、曜日別、期間別など、様々な視点で詳細

なデータ分析を行うことができる。 
・先の 29 台について、本事業で取得したデータの概要を下表に示す。 
表 事業参加車両の走行実績 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
②記録用紙（市民）コース 

・記録用紙では、主に以下の情報を収集した。 
a.走行距離、b.軽油量、c.燃費 等 

・参加 8 台のデータの概要を以下に示す。 



3-2 
 

走行距離 給油量 燃費

(km) (L) (km/L)

最大値 2,870 207 13.9

最小値 497 49 5.1

合計値 8,706 873 10.0

平均値 1,088 109 9.7

走行距離
(km)

軽油量
(L)

燃費
(km/L)

平成26年度 解析対象者の最大値 10,108 4,351 8.16

解析対象者の最小値 1,021 208 2.32

解析対象者の合計値 82,877 21,529 3.85

参加者の平均 5,689 1,386 4.93

平成25年度 解析対象者の最大値 11,643 3,743 6.94

(前年同月) 解析対象者の最小値 2,065 378 2.11

解析対象者の合計値 85,088 22,353 3.81

参加者の平均 5,812 1,454 4.67

（9
月
末
）

事
業
ス
タ
ー
ト

（10
月
末
）

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

講
習
会

（11
月
末
）

事
業
終
了

講習会前 講習会後１ヶ月

計測器コース

・一日単位で分析が可能
であるため、各期間に含ま
れるデータを集計して分析
が可能

機器設置～講習会までの
期間として分析

回
収
完
了

講習会～11月末日までの
期間として分析

表 事業効果評価対象車両の走行実績 

 
 
 
 
 
 

注：参加８台は全て解析対象である。 

③記録用紙（トラック協会）コース 

・記録用紙では、主に以下の情報を収集した。 
a.走行距離、b.軽油量、c.燃費 等 

・トラック協会から報告された参加 17 台のデータの概要を以下に示す。 
表 事業効果評価対象車両の走行実績 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

注：平成 26 年度における解析対象者は参加 17 台中 15 台であった。 
3) データ解析期間の考え方 
①スマートフォン方式コース・SD カード方式コース・記録用紙（市民）コースのデータ 
・本事業は、事業スタート後に、講習会、勉強会等のイベントを行い、各時点でエコドライブに関する指

導や意識啓発を行っている。 
・そのため、各イベントの前後で燃費に影響が現れている可能性が考えられることから、データ分析は、

各イベントの前後で期間を区切って行うこととする。 
・事業効果の評価は、講習会の前後で期間を区切って（講習会前、講習会後）、全参加者を対象として事

業の効果の解析を行う。 
・データ分析期間のイメージを下図に示す。 

図 データ分析期間のイメージ 
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事業により取得したデータから、 

期間別の１日あたりの燃料消費量を算出 

事前と事後で削減がみられた車両について 

１日当たりの燃料削減量を算出 

算出された１日あたりの削減量に 365 日を乗じ、 

年間燃料削減量を算出 

②記録用紙コース（トラック協会コース） 

・トラック協会は、エコドライブ研修（１日研修）受講助成事業やエコドライブ運動（運転者自身による

エコドライブチェック）の実施などを通し、エコドライブに関する指導や啓蒙活動を継続的に行ってい

るため、記録用紙コース参加者に関しては、特定の講習会の前後で期間を区切って分析するのではなく、

前年同月の記録との比較によって１年間の効果を分析する。 
 

4) 事業効果評価の考え方 
事業効果評価は、下の手順で行う。 

図 事業効果評価の手順 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 
※1：トラック協会コース参加車両の燃料は軽油と設定 
※2：温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル(Ver.3.5)平成 26 年６月 環境省 経済産業省 

 
・事業効果評価の対象は、下表のように設定する。 

表 事業効果評価の対象 

 内  容 

評価対象 ・ＳＰ方式コース：８台 
・ＳＤカード方式コース：21 台 
・記録用紙（市民）コース：８台 
・記録用紙（トラック協会）コース：15 台 

対象期間 ・ＳＰ方式コース・ＳＤカード方式コース：９月末～11 月末 
・記録用紙（市民）コース：９月末～11 月末 
・記録用紙（トラック協会）コース：昨年度から今年度にかけて燃費の

記録を行った対象者について、対前年同月比較ができる事前と事後の

２ヶ月間 
 

 

 

 

 

 

 

年間燃料削減量に CO2 排出原単位※1 を乗じ、 

年間 CO2 排出削減量※2 を算出 
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１日あたり燃料消費量 日削減量 削減割合 年間削減量 CO2排出係数 年間CO2削減量

(L/日) (L/日) (L/年) (kgCO2/l) (kgCO2/年)

①講習前 ②講習後 ③＝①－② １－②÷① ④＝③×365 ⑤ ④×⑤

SP＋SDカード

方式コース 30.8 23.2 7.6 25% 2,774 2.32 6,436

(ガソリン)

記録用紙

(市民)コース 15.7 11.3 4.4 28% 1,606 2.32 3,726

(ガソリン)

記録用紙

(ﾄﾗｯｸ協会)コース 527.1 442.5 84.6 16% 30,879 2.58 79,668

(軽油)

事業全体のCO2削減効果 89,830

【参考】CO2 排出原単位 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル(Ver3.5)平成 26 年 6 月 環境省 経済産業省 
 
5) 事業効果の評価結果 

・本活動により、年間約 90tCO2 の二酸化炭素が削減された。 
・効果の内訳は次の通り 

→ＳＰ方式コース＋ＳＤカード方式コースで年間約 6,436kgCO2 削減（約 25％減） 
→記録用紙（市民）コースで年間約 3,726kgCO2 削減（約 28％減） 
→記録用紙（トラック協会）コースで年間約 79,668kgCO2 削減（約 16％） 

・燃費が改善したこと、並びに、スマートムーブ活動を意識して自動車利用を控えた効果が大きいと考え

られる。 
・ただし、季節的な要因については詳細に検討する余地がある。 
表 事業効果の評価結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※効果の考え方 
・取得データから、期間別の１日あたりの燃料消費量を算出 
・事前（講習会前のおよそ１ヶ月）と事後（講習会後のおよそ１ヶ月）で削減がみられた車両について削減量を算出 
・ただし、記録用紙（トラック協会）コースは前年同月との比較とし、参加車両の燃料は軽油と設定 
※CO2 排出源単位：温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル(Ver.3.5)平成 26 年６月 環境省 経済産業省 
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参加者数
CO2排出削減量

(kg-CO2)
増加分消費カロリー合計

(kcal)

平均カロリー消費量
（参加者一人当たり

活動1回あたり）
(kcal)

9件 240.0 99,291.5 337.7

徒歩 電車 バス 自転車 相乗り

平成26年10月12日 スケルトン勉強会 4名 ▲ 35.5 1,118.4 4 4 2 1 0

平成26年10月19日 明石環境フェアー 26名 ▲ 54.0 8,518.7 5 7 4 16 1

平成26年10月25日 実車講習会（明石） 7名 ▲ 13.9 ▲ 265.2 0 0 0 0 6

平成26年10月26日 実車講習会（加東） 2名 ▲ 8.1 ▲ 146.2 0 0 0 0 2

平成26年10月28日 実車講習会（播磨） 2名 ▲ 11.2 ▲ 136.0 0 0 0 0 2

平成26年11月1日 三木金物祭り 26名 ▲ 132.5 527.3 1 17 17 0 9

計 6カ所 67名 ▲ 255.2 9,617.1 10 28 23 17 20

転換方法
イベント開催日 イベント名 参加者数

CO2排出削減量
(kg-CO2)

増加分消費カロリー
(kcal)

9月 10月 11月 期間合計

9名 101回 104回 89回 294回

参加者数

活動回数

転換ルート

平均走行距離
（km）

平均所用時間
(分）

所用時間
(分）

自転車 3名 2.10 8.33 16.67
徒歩 4名 1.51 6.75 18.75
徒歩＋バス 1名 1.50 10.00 11.00
徒歩+電車 1名 8.80 25.00 33.00

車ルート
転換方法 参加者数

(2) ノーマイカー活動（環境に配慮した移動への転換）の推進 

ノーマイカー活動期間を 9 月～11 月の 3 か月間設定し、各実地市域の公共交通機関などの地域特性を

考慮しイベント型活動、エコ通勤型活動、超小型モビリティ型活動を実施した。 
参加者から活動報告データを収集し、CO2 排出削減量を解析・評価した。 

1) イベント型活動のデータの概要 
 イベント型活動は、10 月、11 月の活動期間中に 6 回のイベントが実施され 67 名の活動報告により 
255.2kg－CO2 の二酸化炭素排出量が削減された。 
また活動により増加した消費カロリーは 9,617.1kcal で 1 回の活動あたりでは 143.5kcal であった。 
表 イベント別活動状況 

  
     
 

 

 

 

 

 

 

   2) エコ通勤型活動 
     エコ通勤型活動は 9 月～11 月の 3 か月間に 9 名の参加者により延べ 294 回行われた。 
    参加者の活動報告により、240kg-CO2 の二酸化炭素排出量が削減された。 
    また活動により増加した消費カロリーは 99,291.5kcal で 1 回の活動あたりでは 337.7kcal であった。 

表 活動状況 
 
 
 
     

表 転換方法別平均値 
 

 

 
 
 

表 二酸化炭素排出削減量と消費カロリーの状況 
 
 
 
      

 
＊ イベント型活動、エコ通勤型活動の二酸化炭素削減量の計算根拠 

    ①CO2 算出手順 
    ・車ルート  始点～終点までのルート、距離をグーグルマップで検索 ＊最適ルートの距離を採用  
    ・転換ルート 公共交通機関 グーグルマップの公共交通機関ルートで最寄駅（バス停留所）を探し「えきすぱ

ーと」の計算された CO2 排出量を採用 
           自転車、徒歩は排出量 0kg-CO2 
           車の相乗りは車ルートの 0.5 にて計算 
    ・CO2 排出削減量（車利用の排出量―ノーマイカーの排出量） 
    ・CO2 排出原単位 車 0.164 電車 0.019 バス 0.048（単位 kg-CO2/人キロ）＊出典：運輸・交通と環境（2010） 
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742 859

0 500 1,000 1,500 2,000
61日間の総走行距離(km)

1号車 2号車

64.55 79.26

0 50 100 150
61日間の総電力消費量(kWh)

1号車 2号車

交通手段 クルマ 電車・地下鉄 バス 自転車 徒歩
カロリー消費量

（kcal/分）
1.7 2.19 2.19 14.5 3.3

 ＊ イベント型活動、エコ通勤型活動の消費カロリーの計算根拠 
    カロリー消費量を算定する方法としては、個人ごとの利用交通手段別移動時間を用い、移動時間あたりのカ

ロリー消費係数を適用してカロリー消費量の算定を行った。 

カロリー消費係数 

 

 

（社）土木学会 土木計画額研究委員会「モビリティ・マネジメント施策評価のためのガイドライン（平成

22 年 1 月 15 日）」厚生労働省平成 11 年「第 6 次日本人の栄養所要量」より 
 
4) 超小型モビリティ型活動 

    活動により取得したデータの概要 
  以下に、コムスの総走行距離と総電力消費量、コムスの実電費を示す。 

・総走行距離：1,601km（2 台 61 日間 参加者全員の合計） 
→１台の年間走行距離換算：4,803km 

・総電力消費量:144kWh（2 台 61 日間 参加者全員の合計） 
（参考）家庭では、１日で 10kWh�の電気を使用 

�「一世帯あたり電力消費量の推移」電気事業連合会 HP より換算 

 図 総走行距離                  図 総電力消費量 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

②コムスの実電費 

・実電費 ：平均値で 1km 走行するのに 90Wh（約２円/km） 
（参考）ハイブリッドでも 8 円/km（燃費 20km/L�1、160 円/L�2の場合） 

�1 RECOO（http://www.recoo.jp）、e-燃費（http://e-nenpi.com/）より調査 
�2 出典「石油製品価格調査 1．給油所小売価格調査（レギュラー）2014 年 10 月 27 日」資源エネルギー庁 

 
図 実電費 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

悪い 

良い 
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223 

68  6 

0 50 100 150 200 250

自家用車の

CO2排出量

コムスの

CO2排出量

CO2排出量(kg)

①コムス※ ②自家用車 ③＝②－① ④＝③÷61日 ⑤＝④×365

(kg) (kg) (kg) (kg/日) (kg/年)

74 223 149 2.44 890.6

※日常の移動(68)＋非日常の移動(6)

③活動効果評価の考え方 
超小型モビリティ型活動の効果として、(1)CO2 排出削減量、(2)ガソリン代節約額を評価する。(1)(2)そ

れぞれの評価の考え方を以下に示す。 
(1)コムスによる CO2 排出削減量の考え方 
コムスによる CO2 排出削減量の算出式は、以下の通りとする。 

CO2 排出削減量＝［Ａ］コムス非利用時の CO2 排出量－［Ｂ］コムス利用時の CO2 排出量 
ここで、［Ａ］コムス非利用時の CO2 排出量＝走行距離×自家用車燃費×ガソリン CO2 係数 

（EV 利用者の場合＝走行距離×自家用車電費×電力 CO2 係数） 
［Ｂ］コムス利用時の CO2 排出量＝走行距離×コムス電費×電力 CO2 係数 である。 

 (2)コムスによるガソリン代節約額の考え方 
コムスによるガソリン代節約額の算出式は、以下の通りとする。 

節約額＝［Ｃ］コムス非利用時の燃料代（または電気代）［Ｄ］－コムス利用時の電気代 
ここで、［Ｃ］コムス非利用時の燃料代＝燃料消費量×ガソリン単価 

（EV 利用者の場合＝コムス非利用時の電気代＝電力消費量×電気代） 
［Ｄ］コムス利用時の電気代＝電力消費量×電気代 である。 

 
④活動効果の評価結果 
前節②で整理した考え方に基づき、本活動効果の評価結果を以下に示す。 
(1)コムスによる CO2 削減効果 
・活動期間中（61 日間）に CO2 排出量を 149kg（67％）削減１） 
→１年間で考えると 2 台で約 890kg 削減１） 
→ガソリン車の場合は 53％～79％削減２） 
→電気自動車の場合は 19％削減２） 

                         図 CO2 削減効果 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
１）CO2 削減量 

 
 
 

 
 
 
 
 

日常の移動 非日常の移動（COMS 引渡し、説明会での練習） 

67%削減 

「日常の移動」が、 

自家用車で行われたと仮定

※申告燃費（電費）を使用
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自家用車(ガ）＝自家用ガソリン車、自家用車(電)＝自家用電気自動車 注１ 注２ 注３ 注４ 注５

コムス コムス 自家用車(ガ)自家用車(電)自家用車(ガ)自家用車(電)自家用車(ガ)自家用車(電) コムス CO2 CO2

利用者 利用距離 日常移動距離 燃費 電費 ｶﾞｿﾘﾝ消費量 電力消費量 CO2排出量 CO2排出量 CO2排出量 削減量 削減率

(km) (km) (km/L) (km/kWh) (L) (kWh) (kg) (kg) (kg) (kg) (％)

高齢介護課 98 98 15.0 － 6.5 － 15.2 － 4.5 10.6 70.0%

1号車A 103 91 13.0 － 7.0 － 16.2 － 4.8 11.5 70.6%

1号車B 33 14 10.0 － 1.4 － 3.2 － 1.5 1.7 52.9%

1号車C 102 88 9.0 － 9.8 － 22.7 － 4.7 18.0 79.2%

1号車D 21 17 13.2 － 1.3 － 3.0 － 1.0 2.0 67.4%

1号車E 114 109 10.0 － 10.9 － 25.3 － 5.3 20.0 79.1%

1号車F 271 267 － 8.9 － 30.0 － 15.5 12.6 2.9 18.9%

生活課 330 330 17.0 － 19.4 － 45.0 － 15.3 29.7 66.0%

2号車A 38 28 17.0 － 1.6 － 3.8 － 1.8 2.1 53.9%

2号車B 105 96 13.2 － 7.3 － 16.9 － 4.9 12.0 71.2%

2号車C 219 190 15.0 － 12.7 － 29.4 － 10.1 19.2 65.5%

2号車D 78 58 16.0 － 3.6 － 8.4 － 3.6 4.8 57.0%

2号車E 89 78 10.0 － 7.8 － 18.1 － 4.1 14.0 77.2%

総計 1,601 1,464 － － － － 207 15 74 149 66.7%

注１：日常移動を自家用ガソリン車で行った場合のガソリン消費量。 ※ガソリンCO2係数(kg/L)＝2.32

注１；コムス日常移動距離×自家用車(ガ)燃費 　出典：温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル

注２：日常移動を自家用電気自動車で行った場合の電力消費量。 （Ver3.5）（平成26年6月）環境省　経済産業省

注２；コムス日常移動距離×自家用車(電)燃費 ※電力CO2係数(kg/kWh)＝0.516

注３：自家用車(ガ)ガソリン消費量×ガソリンCO2係数 　出典：「2013年度のCO2排出係数」関西電力HP

注４：自家用車(電)電力消費量×電力CO2係数

注５：コムス利用距離×コムス電費（５．１（２）で算出）×電力CO2係数

¥0

¥500

¥1,000

¥1,500

¥2,000

¥2,500

¥3,000

事業期間中（61日間）のエネルギー節約額

①コムス※ ②自家用車 ③＝②－① ④＝③÷61日 ⑤＝④×365

(円) (円) (円) (円/日) (円/年)

2,892 14,885 11,993 197 71,763

自家用車(ガ）＝自家用ガソリン車、自家用車(電)＝自家用電気自動車

自家用車(ガ)自家用車(電) コムス 料金 料金

利用者 燃料代 電気代 電気代 節約量 節約率

(円) (円) (円) (円) (％)

高齢介護課 ¥1,045 － ¥194 ¥852 81.5%

1号車A ¥1,120 － ¥180 ¥940 83.9%

1号車B ¥224 － ¥28 ¥196 87.7%

1号車C ¥1,564 － ¥174 ¥1,391 88.9%

1号車D ¥206 － ¥34 ¥172 83.7%

1号車E ¥1,744 － ¥215 ¥1,529 87.7%

1号車F － ¥330 ¥264 ¥66 20.1%

生活課 ¥3,106 － ¥652 ¥2,454 79.0%

2号車A ¥264 － ¥55 ¥208 79.0%

2号車B ¥1,164 － ¥190 ¥974 83.7% ・電気代は、昼間＝22円/kW
※
／深夜＝11円/kWh

※
として算出

2号車C ¥2,027 － ¥375 ¥1,651 81.5% ※出典：「電気料金のご案内　主な電気料金メニュー（時間帯別電灯）」関西電力HP

2号車D ¥580 － ¥115 ¥465 80.2% ・ガソリン代は、160円/L
※
として算出

2号車E ¥1,248 － ¥154 ¥1,094 87.7% ※出典：「石油製品価格調査　1．給油所小売価格調査（レギュラー）2014年10月27日」

総計 ¥14,622 ¥264 ¥2,892 ¥11,993 82.0% 資源エネルギー庁（端数切捨て）

２）ガソリン車、電気自動車の CO2 削減量 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2) コムスによるガソリン代節約効果 
・活動期間中（61 日間）にガソリン代を約１万２千円（82％）節約１） 
→１年間で考えると 2 台で約７万２千円節約１） 
→ガソリン車の場合は 79％～89％節約２） 
→電気自動車の場合は 20％節約２） 

             図 活動期間中のエネルギー節約額 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１）エネルギー節約額 
 

 
２）ガソリン車、電気自動車のエネルギー節約額 
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①既に実施
している

②できるだけ
実施するよう
にしている

③実施でき
ていない

①原単位
×１

②原単位
×0.5

①原単位
×0

参加前 20 6 9 432.0 64.8 0 496.8
参加後 24 9 2 518.4 97.2 0 615.6
参加前 20 5 10 316.0 39.5 0 355.5
参加後 24 6 5 379.2 47.4 0 426.6
参加前 13 13 9 198.9 99.5 0 298.4
参加後 20 11 4 306.0 84.2 0 390.2
参加前 10 16 9 294.0 235.2 0 529.2
参加後 16 14 5 470.4 205.8 0 676.2
参加前 11 21 3 16.5 15.8 0 32.3
参加後 19 16 0 28.5 12.0 0 40.5
参加前 21 8 6 123.9 23.6 0 147.5
参加後 27 7 1 159.3 20.7 0 180.0
参加前 17 10 8 161.5 47.5 0 209.0
参加後 23 10 2 218.5 47.5 0 266.0
参加前 18 5 12 190.8 26.5 0 217.3
参加後 21 8 6 222.6 42.4 0 265.0
参加前 17 10 8 316.2 93.0 0 409.2
参加後 20 9 6 372.0 83.7 0 455.7
参加前 26 7 2 543.4 73.2 0 616.6
参加後 32 3 0 668.8 31.4 0 700.2
参加前 6 9 20 67.2 50.4 0 117.6
参加後 16 11 8 179.2 61.6 0 240.8
参加前 16 11 8 1,392.0 478.5 0 1,870.5
参加後 23 8 4 2,001.0 348.0 0 2,349.0
参加前 18 14 3 523.8 203.7 0 727.5
参加後 27 8 0 785.7 116.4 0 902.1
参加前 27 5 3 850.5 78.8 0 929.3
参加後 32 3 0 1,008.0 47.3 0 1,055.3
参加前 24 8 3 1,562.4 260.4 0 1,822.8
参加後 28 7 0 1,822.8 227.9 0 2,050.7
参加前 25 6 4 635.0 76.2 0 711.2
参加後 28 6 1 711.2 76.2 0 787.4
参加前 31 4 0 1,267.9 81.8 0 1,349.7
参加後 35 0 0 1,431.5 0.0 0 1,431.5
参加前 28 4 3 520.8 37.2 0 558.0
参加後 32 2 1 595.2 18.6 0 613.8
参加前 30 3 2 906.0 45.3 0 951.3
参加後 34 1 0 1,026.8 15.1 0 1,041.9
参加前 22 6 7 827.2 112.8 0 940.0
参加後 28 4 3 1,052.8 75.2 0 1,128.0
参加前 400.0 171.0 129.0 11,146.0 2,143.5 0 13,289.5
参加後 509.0 143.0 48.0 13,957.9 1,658.4 0 15,616.3

2,326.8

76.2

81.8

55.8

90.6

188.0

回答数 削減努力量(kg-CO2) 削減努力量
計

(kg-CO2)

削減量
合計
(kg-
CO2)

83.6

123.2

478.5

174.6

126.0

227.9

147.0

8.3

32.5

57.0

47.7

46.5

設問番号１ 設定温度を強から中にする。

設問番号２ 壁から適切な間隔で設置する。

エコドライブ活動参加者の行動変容アンケート調査集計

91.8設問番号３

設問番号４

設問番号５

設問番号６

設問番号７

設問番号８

設問番号９

設問番号１０

設問番号１１

設問番号１２

設問番号１３

設問番号１４

設問番号１５

設問番号１６

設問番号１７

設問番号１８

設問番号１９

設問番号２０

ものを詰め込みすぎない。

白熱電球をLED電球や電球型蛍光ランプに取り替える。

点灯時間を短くする。

見ないときは消す。

画面は明るすぎないようにする。

夏の冷房時の室温は28℃を目安に。

冬の暖房時の室温は20℃を目安に。

冷・暖房は必要な時だけつける。　

フィルターを月に1回か2回清掃する。

入浴は間隔をあけずに。

シャワーは不必要に流したままにしない。

人がいない部分は暖めない。

設定温度は低めにする。

  室温は20℃を目安に。

必要な時だけつける。　

  室温は20℃を目安に。

必要な時だけつける。　

長時間使用しないときはプラグを抜く。

21.6

15.8

15.3

29.4

1.5

5.9

18.6

9.5

10.6

18.6

20.9

11.2

87

30.2

37.6

原単位

118.8

71.1

29.1

31.5

65.1

25.4

40.9

3.2 事業参加者の行動変容による二酸化炭素排出削減効果の測定の実施 

   本事業のエコドライブ活動参加者の日常生活における地球温暖化の防止につながる省エネ行動や環境

配慮行動に関する行動変容と CO2 排出削減効果を推定し、本事業の波及効果を評価する事を目的として

アンケート調査を行った。 
(1)調査方法 

  ①日常生活における地球温暖化の防止につながる省エネ行動や環境配慮行動に関するアンケート「行動変

容調査票」を事業参加前と事業参加後に実施する。 
  ②事業参加前後のアンケート「行動変容調査票」による行動変容を解析し、行動変容による二酸化炭素削

減量を推定する。 
③調査アンケート、集計方法は一般社団法人 地球温暖化防止全国ネット（全国地球温暖化防止活動推進

センター）の「普及啓発、イベント等の効果評価のための統一的なアンケート」を使用した。 
 

(2) 行動変容による二酸化炭素削減量の推定 
・アンケート回答者数 35 件 
・設問毎に参加者の事業参加前と参加後の行動変容が増加した人数を求め、行動変容の程度により二酸化

炭素削減原単位の補正を行い算出した。 
   本事業参加者の行動変容による行動変容による二酸化炭素削減量は、2,326.8kg－CO2/年と推定される。 

表 行動変容アンケート結果 
 
 
 
 
   
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

＊調査アンケート、集計方法は一般社団法人 地球温暖化防止全国ネット（全国地球温暖化防止活動推進センター）

の「普及啓発、イベント等の効果評価のための統一的なアンケート」を使用した。 
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活動回数

(回）

活動による消費カロリー合計

（cal)

1回あたりの活動による

消費カロリー（cal/回）

イベント型活動 67 9,617.1 143.5

エコ通勤活動 294 99,291.5 337.7

①コムス※ ②自家用車 ③＝②－① ④＝③÷61日 ⑤＝④×365

(円) (円) (円) (円/日) (円/年)

2,892 14,885 11,993 197 71,763

3.3 副次的効果の評価について 
  (1)ノーマイカー活動におけるカロリー消費量 

本事業の副次的効果について、イベント型ノーマイカー活動とエコ通勤型ノーマイカー活動の参加者

のカロリー消費量を下表の通り推計した。 
       イベント型ノーマイカー活動参加者の活動 1 回あたり消費カロリーは 143.5kcal で、エコ通勤型ノー

マイカー活動の活動 1 回あたり消費カロリーは 333.7kca と推計された。 
 

    表 ノーマイカー活動による消費カロリー状況 

 
 
 
 
 
 

   ＊参考資料 
「内臓脂肪蓄積の指標となる腹囲の１cm 減少は、約１kg の体重（大部分が脂肪）の減少に相当します。

体重を１kg 減少させるためには、運動によるエネルギー消費量の増加と食事改善によるエネルギー摂取

量の減少を合わせて約 7,000kcal が必要となります。例えば 1 ヶ月かけて１cm 腹囲を減少させるために

は、１日当たり約 230kcal が必要となります。」（「健康づくりのための運動指針 2006」運動所要量・運動

指針の策定検討会 平成１８年７月 厚生労働省 より引用） 
 
 (2) 超小型モビリティ型ノーマイカー活動におけるエネルギー節約額 

本事業の副次的効果について、超小型モビリティ型ノーマイカー活動による、エネルギー節約額を下

表の通り推計した。 
        超小型モビリティ型ノーマイカー活動によるエネルギー節約額は 11,993 円で 1 日あたり 197 円と推

計された。 
表 ノーマイカー活動によるエネルギー節約額 

 
 
 
 

3.4 事業結果報告書の作成 

事業の実施結果報告書を作成し、参加者にフィードバックするとともに関係個所に配布した。 
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3.5 まとめ 
 ①本事業による二酸化炭素排出削減効果は下表の通りと推計される。 

エコドライブ活動によるCO2削減量 89,830 kg-CO2/年

ノーマイカー活動によるCO2削減量 644.2 kg-CO2/調査期間

日常生活の行動変容によるCO2削減量 2,326.8 kg-CO2/年  
 

②本事業の課題 

事業効果を評価した結果、以下のような課題が抽出された。 
1) 参加コースの見直し 
 ・SD 方式コース：新車種に対応していない場合がある。 
          SD 方式の計測器が新車種に対応できていない為、計測データの取得と参加者への

「CO2 見える化」に関する情報提供が困難なケースが生じた。 
 ・SP（スマートフォン）方式 

：参加者の所有するスマートフォンの機種により、機器の設置・設定に手間がかか

る場合がある。 
           参加者への「CO2 見える化」に関する情報提供が必ずしも活用されていないケー

スがある。 
 9 人中 2 人は「CO2 見える化」に関する情報を一度も利用していな。 
 週に 1 度以上「CO2 見える化」に関する情報を確認していたのは 2 人にと

どまる。 
   ・記録用紙方式 ：参加者に対するアピール度が低く、途中脱落者もあった。 
 
  2) 超小型モビリティー型ノーマイカー活動の継続・拡大 
   ・参加者へのアピール度は高く、実施地域での関心度も高い。また参加者の評価も高い。 
   
  3) 提案型活動の実現 
      ・地域課題や特性を考慮し、地域で取り組みたいと考えるテーマへの支援が本来の姿 
    超小型モビリティの活用や、ノーマイカー活動の実施を希望する地域がある。 
 

4) 活動団体の自主的、自律的活動への展開 
 ・本事業における活動を契機として、地域での他の主体と連携し独自の環境活動を展開した団体が出て

きた。本事業に参加した市民団体・NPO 団体が、地域社会の課題と身近な暮らしを結びつけ、新た

な価値観や行動を生み出す活動につながる事を期待する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



3-12 
 

3.6 外部有識者の所見 
 
東京オリンピック 2020 の開催決定から約 1 年が経過し、様々なインフラ整備が進められている。オリ

ンピックの経済効果が期待される一方で、国内外から集まる多くの人をスムーズに移動させる交通シス

テムの整備が、東京オリンピック成功の重要な鍵になるとも言われている。その交通システムは、円滑

な移動だけではなく、再生可能エネルギーの活用や燃料電池自動車の活用など低炭素な交通システムを

目指しており、低炭素な車両・交通システムの開発・実用化といったイノベーションを、日本が世界に

先駆けて実践していることをアピールする機会とも言える。 
 地方都市をみると、衰退する公共交通、自動車依存の進展などの大都市とは異なる課題を抱えている。

地方で低炭素な交通社会を実現するためには、イノベーションをどのように活用して地域に根付かせる

のかという取組みが重要となっている。 
 兵庫県では、エコドライブによる CO2 削減から始まった本事業が 4 年目を迎え、地域特性や状況にあ

った様々な視点から、俯瞰的に移動を捉え CO2 削減に取り組むスマートムーブへと発展している。今年

度の新たな展開として、二つの方向性をあげることができる。 
一つは、ノーマイカー活動の一環として実施された超小型モビリティ型の取組みで、ガソリン乗用車

に代えて、1 人乗り電気自動車を利用するというものである。公共交通が不便な地方都市という特性を考

慮して、通勤や業務での移動に先進的なイノベーションである超小型電気自動車を利用したものである。

CO2 排出量や燃料代が大幅に削減でたという定量的な成果も得られており、地域特性にあったイノベー

ション活用という点で、今後も継続すべき取組みであると考える。 
 もう一つは、各地域で付帯的に実施してきた様々な取組みである。ハイブリット車勉強会の開催、環

境学習資材の作成、地域イベントと連携した市民へのエコドライブ体験学習活動等が実施され、地域の

独自性や主体性が根付いてきたと言える。スマートムーブの活動が、様々な方向に発展し広がっていく

可能性が見えてきたと考えられる。 
 事業の CO2 削減量としては、当初の計画値を下回る結果となったが、これはエコドライブの事業者向

けと県民向け記録用紙型のエコドライブ参加者数が計画を下回ったこと、イベント型とエコ通勤型のノ

ーマイカー活動参加者が計画を下回ったことによるところが大きい。車載器を使って計測・見える化す

るエコドライブ活動や超小型モビリティ型のノーマイカー活動は、計画以上の参加者が得られており、

地道な活動とイノベーションを上手く組み合わせることが課題になっていると言える。 
今後は、地方へのイノベーション導入を推進する事業を広い視点で推進し、地方都市における移動の

低炭素化を実現するためのモデルケースとなって頂きたい。また、地域の独自性や主体性が根付いてき

たことからもさらなる事業の発展が期待できると考える。 
 

ひょうごエコドライブ推進コンソーシアム 外部有識者 
豊田都市交通研究所 研究部 主席研究員 加藤秀樹 
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参考資料１  

平成 26 年 7 月 1 日 

 

ひょうごスマートムーブ推進コンソーシアム設立趣旨書 

 
家庭部門の CO2 排出量は 1990 年比で約 59％増加しており、日々の生活での行動の見直

しが欠かせません。 特に、生活関連部門の約３割が“移動”に伴う排出といわれ、移動

を見直すことは高い CO2 削減効果につながります。 
このように、低炭素社会の実現のためには“移動”特に自家用乗用車を起源とする CO2

排出削減は重要な課題であり、そのため我々は「自動車の技術的進歩」を待つだけでなく

ユーザーの対応として「環境に配慮する移動の実践」を積極的に実行することが重要であ

ると考えます。 
 
わが国では、「環境に配慮する移動の実践」を「スマートムーブ」と名づけ、普及啓発活

動を展開しています。 
「スマートムーブ」の普及を加速化させるためには、地域の市民活動団体を中心とした

幅広い関係者が連携し普及活動を展開することが効果的です。 
このため、兵庫県地球温暖化防止活動推進センターが幹事団体となって、地域で活動す

る NPO、市民団体、事業者、行政、などから構成する「ひょうごスマートムーブ推進コン

ソーシアム」を設立することといたしました。 
 
本コンソーシアムは、地域で活動する団体の実践活動を、事業者・行政などが連携し支

援することにより、県民がエコドライブの実践と公共交通機関・自転車・徒歩の利用やエ

コカーへの転換などの「スマートムーブの実践」を先導する機能を果たしていくことを目

指します。 
 
 
＊本コンソーシアムの活動は、環境省「地域活動支援・連携促進事業」の一環として実施する 

ものです。 
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参考資料２  

ひょうごスマートムーブ推進コンソーシアム規約 

 

第１条（名称） 

本会の名称は「ひょうごスマートムーブ推進コンソーシアム」（以下「コンソーシア

ム」という。）と称する。 

第２条（構成） 

本会は、別紙の構成員により構成する。 

第３条（目的） 

本会は、「スマートムーブ実践推進による二酸化炭素排出削減事業」（以下「スマートム

ーブ事業という」）を推進することを通じて移動に伴う温室効果ガスの排出削減に寄与す

ることを目的とする。 

第４条（構成員の役割） 

構成員は、「スマートムーブ事業」の実施に関する情報の収集、人材・技術の提供、拡

大・促進に努めるものとする。 

第５条（幹事団体） 

構成員のうち地球温暖化対策の推進に関する法律第 24 条に基づき「地球温暖化防止

活動推進センター」の指定を受けた法人を幹事団体として指定する。 

第６条（事業） 

本会の目的を達成するために以下の事業を行なう。 

（１）スマートムーブ事業の実施に関すること。 

（２）スマートムーブ事業の評価及び報告の取りまとめに関すること。 

（３）その他、スマートムーブ事業の推進に関すること。 

第７条（総会） 

本会の決定機関として総会をおく。 

（１）総会は年１回開催するほか必要に応じて開催する。 

（２）総会の議長は幹事団体の長が務めるものとする。 

（３）総会はスマートムーブ事業の推進に関する重要事項を検討審議し、決定する。 

第８条（会計） 

（１）本会に会計責任者をおく。 

（２）会計責任者は幹事団体の長が務めるものとする。 

第９条（事務局） 

本会の事務局は公益財団法人ひょうご環境創造協会（兵庫県地球温暖化防止活動推進

センター）に設置する。 

第１０条（規約の廃止） 

本規約は平成２７年３月３１日をもって廃止する。 

附則 

この規約は、平成２６年７月１日から施行する。
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参考資料３ 

「ひょうご スマートムーブ推進コンソーシアム」構成員名簿 

（平成 26 年 7月 1 日現在） 

（学識経験等の専門家） 

公益財団法人 豊田都市交通研究所 研究部 主席研究員 加藤 秀樹 

【敬称略】 

＊なお設立後、趣旨に賛同する団体等追記していくことを予定している。 

 

 

公益財団法人ひょうご環境創造協会 

（兵庫県地球温暖化防止活動推進センター） 

 

エコウイングあかし 

 

 

加東エコ隊 

 

ＮＰＯ法人低炭素未来都市づくりフォーラム 

 

加古郡広域シルバー人材センター 播磨支部 

 

一般社団法人兵庫県トラック協会 

 

一般社団法人兵庫県指定自動車教習所協会 

 

明石市環境部環境総務課 

 

加東市市民安全部生活課 

 

播磨町危機管理グループ 

 

兵庫県県土整備部県土企画局交通政策課 

 

ひょうご環境保全連絡会 

専務理事兼センター長 髙松 宏文 

 

 

エネルギーグループ 

リーダー 佐々木 卓郎 

  

隊長 近松 照芳 

 

事務局長 真継 博 

 

事務局長 佐伯 本一 

 

参事兼業務部長 安平 敏文 

 

会長 山口 勝英 

 

課長 後藤 雅己 

 

課長 眞海 秀成 

 

統括 青木 敏寿 

 

課長 松本 元生 

 

事務局長 春名 克彦 
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参考資料４ 「エコドライブ活動」説明資料 
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参考資料５  「ノーマイカー活動」説明資料 
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参考資料６ エコドライブ活動 SD 方式配付資料 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
参考資料７ エコドライブ活動記録方式配付資料 
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参考資料８ エコドライブＳＰ方式マニュアル（車載用） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
参考資料９エコドライブＳＰ方式マニュアル（エコドライブ診断用） 
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参考資料 10 エコドライブ実車講習診断書           参考資料 11 エコドライブ実車講習修了証 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
参考資料 12 エコドライブ活動アンケート（講習会後～計測終了時） 
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参考資料 13 エコドライブの取組意識継続のための環境学習資材 
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参考資料 14 超小型モビリティ型ノーマイカー活動方式 マニュアル 
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参考資料 15 超小型モビリティ型ノーマイカー活動方式 コムス貸出関係資料 
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参考資料 16 超小型モビリティ型ノーマイカー活動方式 活動報告資料 
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参考資料 17 超小型モビリティ型ノーマイカー活動方式 アンケート資料 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
参考資料 18 行動変容による二酸化炭素削減調査アンケート 
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参考資料 19 行動変容による二酸化炭素削減原単位 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
参考資料 20 スマートムーブ事業紹介ホームページ 
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参考資料 21  スマートムーブ事業フェイスブック 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
参考資料 22 第 9 回日本モビリティマネジメント会議での活動発表資料 
 
 
 
 
 
 
 
 



「ひょうご スマートムーブ推進コンソーシアム」会員 

 

 「ひょうご スマートムーブ推進コンソーシアム」外部有識者 

加藤 秀樹 公益財団法人 豊田都市交通研究所 研究部 主席研究員 

 

計測データ解析作業 

中央復建コンサルタンツ株式会社 中部支社 計画系交通計画グループ  

 

 

（平成 26 年度環境省補助 地域活動支援・連携促進事業） 
 
   平成 26 年度ひょうごスマートムーブ実践推進による二酸化炭素排出削減事業 

発行  平成 27 年 3 月 12 日 
 

   問い合わせ先：ひょうご スマートムーブ推進コンソーシアム 
事務局：兵庫県地球温暖化防止活動推進センター（（公財）ひょうご環境創造協会） 

    （住所）〒654-0037 神戸市須磨区行平町 3-1-18 
TEL078-735-2738  FAX 078-735-2292 
http://www.eco-hyogo.jp/      https://www.facebook.com/hyogo.smartmove 

エコウイングあかし 

加東エコ隊 

ＮＰＯ法人低炭素未来都市づくりフォーラム 

加古郡広域シルバー人材センター播磨支部 

一般社団法人兵庫県トラック協会 

一般社団法人兵庫県指定自動車教習所協会 

明石市環境部環境総務課 

加東市市民安全部生活課 

播磨町危機管理グループ 

兵庫県県土整備部県土企画局交通政策課 

ひょうご環境保全連絡会 

 

【幹事団体】 

公益財団法人ひょうご環境創造協会（兵庫県地球温暖化防止活動推進センター） 
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